
カヌーを解析したい自分の動きと身体組成から科学的に分析を試みる

方法

背景と目的
本研究は、自分の動きと身体組成から科学的に分析を試みることを目的とする。
カヌーの記録を向上させたい。
自分の身体的な測定データをもとに新しい指標を作成する。
カヌーのパフォーマンスを諮る指標ができるのではないか。

●測定データをみる

●結論

カヌーに必要な筋力とは？一般的にカヌースプリントに必要とされている能力は最大酸素摂取量と最大筋力なのでVO2MAXとベンチプレスを測れば
ある程度の成績が予想できるが、これは多くの個人競技にあてはまり、カヌーに特有のものではない。

カヌーに特有のものを見つけたい。
カヌーに特有の筋力を見つけるために、カヌーを続けた結果発達した筋肉を調べ、自分の身体組成を調べればいい。

体脂肪率が高め
腕の長さが伸びる
体格は一般的なアスリート体型
上腕三頭筋、広背筋の発達

研究課題と仮説
仮 説

●結果

トップアスリート発掘・育成事業（８期生）として測定を日本国立スポーツ科学センターで実施した。
以下のような筋力の代表値と身体的特徴についての測定をした。

有意に筋肥大が確認できたのは広背筋と上腕三頭筋のみで、カヌーは有酸素運動であることを考慮する。
フォームが同じだと仮定すると
・上腕三頭筋の代表値(トライセプスプレスMAX/体重)
・広背筋の代表値(チンニング)
・最大酸素摂取量(VO2MAX)
この3つが能力の指標になりうる。
これらから、カヌーのパフォーマンス指数＝（上腕三頭筋+広背筋）×最大酸素摂取量で推定は可能。
今後はこの数値と実際の選手の大会の順位と妥当性を確認したい。

図1，中学のデータ

項目 中学2年7月 高校2年10月 東京ジュニア JISS 体格① 体格② 体格③

身長 154 155 172 176 0.895349 0.880682 0.901163

体重 57 54.4 67 76 0.850746 0.715789 0.81194

除脂肪量 54.6 50.2 59.7 67.5 0.914573 0.743704 0.840871

上肢長(右) 676 685 735 764 0.919728 0.896597 0.931973

上肢長(左) 682 686 730 754 0.934247 0.909814 0.939726

下肢長(右) 782 799 869 889 0.899885 0.898763 0.919448

下肢長(左) 781 797 868 886 0.89977 0.899549 0.918203

腹囲 717 715 765 826 0.937255 0.865617 0.934641

上腕囲(右) 265 278 273 331 0.970696 0.839879 1.018315

上腕囲(左) 256 264 273 336 0.937729 0.785714 0.967033

前腕囲(右) 254 239 243 280 1.045267 0.853571 0.983539

前腕囲(左) 246 242 243 283 1.012346 0.855124 0.995885

大腿囲(右) 511 489 526 541 0.971483 0.903882 0.929658

大腿囲(左) 499 477 524 541 0.95229 0.881701 0.910305

下腿囲(右) 376 354 367 380 1.024523 0.931579 0.964578

下腿囲(左) 364 346 369 381 0.98645 0.908136 0.937669

頚囲 361 350 356 1.014045 0.983146

胸囲 902 885 863 1.045191 1.025492

臀囲 895 844 921 956 0.97177 0.882845 0.916395

自分の身体の特徴

体重、除脂肪量が少ない
身長、その他の組成はほぼ同じ割合

↓
筋肉密度が低い？
内臓が小さく機能が低い？
測定対象外の部分(上腕三頭筋など)が小さい？

●考察

図1，高校のデータ

上腕三頭筋、広背筋の大きさが
他と比較して大きいことが窺がえ
る。

測定の結果、日本代表選手の平均体型を約90％に圧縮した体型に近く、筋力的には少し劣ることが確認で
きた。
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